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後接する形 小計 合計 ％
～ようになりました。 55 56 74％
～ようになりましたね。 1





～ようになります。 1 1 1.3％
～ようになるかもしれません。 1 1 1.3％

































意 味 例数 ％
技能の獲得 51例 67％
慣れの獲得 9例 12％
環境の変化による利便性の獲得 5例 7％
習慣傾向の変化 11例 14％
合 計 76例
3 本稿は意味分類を目的としているわけではないので，ここで示した分類は「ようになる」の意味と場面設定の傾
向を示すための便宜的なものである。
慣れたことといった話題が多い。
（15） 前は刺身が食べられませんでしたが，今は食べられるようになりました。（『進学』14課練習問題）
（16） テレビのニュースがかなり分かるようになりました。（『みんな』36課練習問題）
次に5例（7％）見られた「環境の変化による利便性の獲得」であるが，これは可能形の表す意味
を能力可能と状況可能の二つに分けて考えた場合の，いわゆる状況可能に相当する。たとえば，何か
の制度ができたり環境が整えられたりすることによって，何かができるようになったということを表
すものである。「環境の変化による利便性の獲得」には（17），（18）のような例がある。以下の例は
いずれも誰か特定の人物の利便性の獲得というよりも，不特定多数の一般の人が利便性を獲得したと
いうことを表している。
（17） 輸送機関が発達したので，生鮮食品も送れるようになりました。（『進学』14課練習問題）
（18） 生産技術が進んで，一年中，夏の野菜が食べられるようになりました。（『新文化』24課例文）
最後に11例（14％）見られた「習慣傾向の変化」であるが，これは「辞書形＋ようになる」で
表されるタイプのもので，「（個人が，あるいは一般的に不特定多数の人が）以前はしなかったことをする
ようになった」ことを指す。「習慣傾向の変化」には（19），（20）のような例がある。（19）は特定
の個人の習慣の変化であり，（20）が不特定多数の一般的な傾向の変化にあたる。
（19） 以前は肉ばかり食べていましたが，最近は魚をたくさん食べるようになりました。
（『J-B2』17課練習）
（20） 以前は，結婚してから仕事をやめる女性が多かったんですが，最近はおおぜいの女性が外で働くようにな
りました。（『新文化』24課練習問題集）
2.4 教材分析のまとめ
本節では，「ようになる」の教科書での扱いを，提出位置，形式的な特徴，場面設定の特徴の三つ
の観点から分析した。その結果，次のことが明らかになった。
①「ようになる」の提出位置
「ようになる」は初級後半で扱われ，10種の教科書中6種類は「ようになる」に加えて「ように
する」も扱っている。また，中には「ようになる」も「ようにする」も全く扱っていない教科書
（『げんき』，『できる』）も見られる。
②形式的な特徴
「ようになる」に前接する形は可能形（例:話せるようになる）の場合が多く（80％），「辞書形＋よ
うになる」という形は少ない（15％）。一方，「ようになる」に後接する形は「～ようになりました
（ね）」という言い切りの形が多い（74％）。「～ようになりましたか」や「～ようになりたいです」
という形もある程度見られるが（22％），それ以外の形は少ない。
③意味と場面設定
初級で「ようになる」が提出される際の場面設定は，大半（67％）が「技能の獲得」であり，
「できないことができるようになった」（特に日本に来てからできるようになったこと）ことを表す文脈
が多い。「習慣傾向の変化」（14％）や「慣れの獲得」（12％）なども見られるが，少ない。
（34）
3.「ようになる」の文法説明
前節では初級教科書で扱われる「ようになる」の提出位置，例文の形式的な特徴，例文の場面設定
の特徴の三点について分析した。では，その「ようになる」は，実際に教室においてどのように説明
されているのだろうか。そのことを探るべく，本節では，教科書の副本として発行されている教師用
指導書の類と，初級文法項目について説明されている文法解説書における記述を整理する。
調査対象は，前節で扱った10種類の教科書のうち，教師用指導書がある『みんなの日本語初級 翻
訳文法解説 英語版』（以下『みんな（文法）英語版』），『進学する人のための日本語初級 教師用指
導書』（以下『進学（教師）』），『新文化初級日本語 教師用指導書』（以下『新文化（教師）』），『Situational
FunctionalJapanese:Notes』（以下『SFJNotes』），『日本語表現文型200』（以下『表現』），『日本語
初級2 大地 教師用ガイド「教え方」と「文型説明」』（以下『大地（教師）』）の6種類である4。ま
た，文法解説書としては，『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』（以下『ハンドブック』），
『初級日本語文法と教え方のポイント』（以下『初級日本語』），『日本語文型辞典』（以下『文型辞典』）の3
種類を取り上げる。
まず「ようになる」の文法説明のうち，全てに共通するキーワードを挙げるとするならば「状態の
変化」であると言える。
（21） 以前はしなかった行為を，今はするという変化をあらわすばあいは動詞の「辞書の形」に「ようになりま
した」を続けて言う。また，以前はできなかった行為は今はできるという変化は，「可能の動詞」に「よ
うになりました」を続けてあらわす。（『進学（教師）』p.108）
（22） ようになりますindicatethatastateinwhichsomethingcannotbedonehaschangedintoastate
inwhichitcanbedone.（『みんな（文法）英語版』p.68）
（23）「V（可能形）dic.ようになります」は不可能な状態状況から可能な状態状況に変化することを表し
ます。可能形のほかに，可能の意味を持つ動詞「わかる」「みえる」なども使うことができます。（『大地
（教師）』p.118）
（24）「ようになる」はそれまで存在しなかった状態が現在は存在するということを表します。
（『ハンドブック』p.75）
（25）「状態の変化」を表しますが，時間をかけて習慣能力が身に付くという意味合いを持つことが多いです。
（『初級日本語』p.238）
このように，「できない状態だったものができる状態に変化した」，あるいは「しない状態だったも
のがする状態に変化した」ことを表すと説明されている。
また，文法説明においては，学習者の誤用を未然に回避するために，当該文法項目が使えそうで使
えない場合の記述も重要である。今回調査対象とした教材のうち，教科書の教師用指導書5種類中3
種類，文法解説書3種類中1種類は，「ようになる」は変化動詞には使いにくいと述べられている。
（26） 変化の意味が含まれている動詞は，長い間に状況が変化したことを表す以外は「ようになる」を用いない。
○今日は忙しくて疲れた。
×今日は忙しくて疲れるようになった。
○このごろちょっと働くとすぐ疲れるようになった。（『進学（教師）』pp.108109）
（35）
4『日本語表現文型200』の文法解説は別冊ではなく，本冊の中に組み込まれている。
（27）（「（病気が）治るようになった」と「（病気が）治った」を挙げた上で）
変化動詞と「変化動詞＋なる」との違いは，前者では変化が一回的であるのに対し，後者ではそれが継続
的恒常的である点にあります。（『ハンドブック』p.79）
また，特筆すべきは，『初級日本語』で「ようになる」と「てくる」の使い分けについて記述して
いる点である。
（28）「わかるようになる」と「わかってくる」の違いについては，「わかるようになる」が時間をかけて「わか
らなかったものがわかる」という状態に達するのに対し，「わかってくる」はある時点で「わかる」とい
う変化が起こることを表します。「～ようになる」に比べると「～てくる」には事態の発生という意味合
いが含まれます。（『初級日本語』pp.241242）
このように，文法解説書においては，「状態の変化」を表すと説明されており，使用上の注意点と
しては変化の含意のある動詞には使えない（使いにくい）と記述される傾向がある。また，一部の解
説書においては「ようになる」と「てくる」の違いを記述している。このような説明は，母語話者の
視点から見る限りでは簡潔で妥当な説明であると言えるが，では，学習者にとっても十分な説明とな
っているのだろうか。
4.韓国語母語話者の誤用例との照合
冒頭に挙げた韓国語母語話者の誤用例を再度見てみよう。
（1） 8か月立ち，結局店を閉めるようになりましたが，
（2） 受験する予定でしたが，欠席をしてしまいましたので，連絡するようになりました。
（3） 重大な手術を受けるようになった。
まず，第2節で述べた教科書における傾向と照らし合わせてみると，「ようになる」は日本語の教
科書においては「できなかったことができるようになる」という「技能の獲得」という文脈で提出さ
れることが多く，その他に「慣れの獲得」，「環境の変化による利便性の獲得」，「習慣傾向の変化」
を示す文脈のものが提出されていたが，上記（1）～（3）はそのいずれでもない。（1）は変化ではある
のだが，「閉めることになった」と言うのが適当であり，（2），（3）は変化とは言えない。
次に，第3節で述べた文法説明の傾向と照合してみよう。まず，「状態の変化」について述べてい
るかを見てみると，（1）は状態の変化と言えそうだが，（2），（3）は状態の変化とは言えない。また，
「ようになるは変化動詞には使用できない」という使用制限について確認してみると，（1）～（3）
は変化動詞ではないため，「ようになる」の使用制限には抵触しない。さらに，「ようになる」と「て
くる」の混同について見ても，（1）～（3）ともに「～てくる」で言い換えることはできず，「てくる」
と混同しているとは考えにくい。
つまり，（1）～（3）に挙げた韓国語母語話者の誤用は，教科書の文法解説や文法解説書における説
明では解決できないと言える。これまでの文法説明が決して間違っているわけではないのであるが，
韓国語母語話者が適切に「ようになる」を運用することを目的とした場合には，他の観点からの説明
も加えなければならないことになるであろう。
（36）
5.おわりに
本稿は日本語教育で「ようになる」をどのように扱っているかについて，教科書分析を中心に調査
を行った。その結果，「ようになる」は初級後半に「技能の獲得」（日本に来てからできるようになった
こと）という文脈で提出されることが多く，「状態変化を表す」と説明される傾向が見えてきた。さ
らに，この結果を韓国語母語話者の誤用例と照らし合わせてみると，このような説明は簡潔で妥当で
あるものの，韓国語母語話者が適切に運用できるようになることを目的とした場合には，記述に不足
している点があることが明らかになった。今後は，本研究の成果をもとにして，韓国語母語話者が
「ようになる」を適切に運用できるようになるために，また，誤用や非用を未然に防ぐために，どの
ような記述が必要になるのかを追究していきたい。
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